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台風第14号災害に伴う災害ボランティアセンターの活動について

歳末たすけあい運動は、身近な地域での支え合いを目的に、共同募金の一環として取り組まれて
います。延岡市内で集められた募金は、延岡市内の福祉活動や地域活動に全額役立てられます。
今年も新型コロナウイルス感染症の影響により大変厳しい情勢ではありますが、皆さまの温かいご
支援ご協力をどうぞよろしくお願いいたします。

令和３年度　歳末たすけあい募金額　３，６２５，４８３円

期間：令和４年１２月１日～１２月３１日期間：令和４年１２月１日～１２月３１日

市内２２地区社会福祉協議会への助成
在宅で生活している寝たきりの高齢者や障がいのある方への紙おむつ支給

歳末たすけあい募金が始まります！歳末たすけあい募金が始まります！

使いみち

　延岡市社協では、赤い羽根共同募金運動の一つとして、10 月から１２月までの運動期間中、「赤い羽根
募金箱」の設置を店舗や事務所等にお願いしております。今年も、市内８０店舗・事務所等より設置のご
協力をいただきました。誠にありがとうございます。
　この募金箱は、人が集まる場所に設置していただき、お客様や利用者の方々へ協力を呼びかけるもの
です。延岡市社協では、引き続き募金箱の設置にご協力いただける店舗・事務所等を募集しています。
　いつでも気軽に募金できる環境づくりにご理解いただき、赤い羽根募金箱の設置をぜひご検討ください。

令和４年台風第14号により被害を受けられた住民の皆さまには心よりお見舞い申し上げます。
延岡市社協では、被災された方の支援のために９月20日～９月28日まで「延岡市災害ボランティアセンター」

を設置し、被災者のニーズ調査、ボランティアの募集、派遣、現地での活動を行いました。29日以降は通常
のボランティアセンターに業務を移行し、引き続き被災者の方からの相談に対応しています。

ボランティア活動に携わっていただいた多くのボランティアの皆さまをはじめ、関係団体の皆さまに心より
感謝申し上げます。また、多数の個人、企業、団体の方々から支援物資を寄贈していただきました。重ねて
感謝申し上げます。

なお、開設期間中の活動状況は、支援総件数128件、ボランティア支援者総数861名となっております。

赤い羽根募金箱について赤い羽根募金箱について



延岡手話サークルわかあゆ
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令和４年度　令和４年度　子育てサロン 「いちごクラブ」子育てサロン 「いちごクラブ」

延岡手話サークルわかあゆは、昭和47年8月に「ど
こに行っても手話がある町」を目指し、「延岡市手話
奉仕団」として結成され、今年50周年を迎えました。

手話の学習、通訳活動、聴覚に障がいのある方々
との交流企画、手話の普及・啓発活動（手話講習会講
師、学校やイベントでの手話体験学習協力）、機関紙
の発行など、活動内容は多岐に亘ります。

これからも聴覚に障がいのある方々の生活と権利
を守るための活動に、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

毎週火曜１９時から社会福祉センターにて学習会をしております。手話に関心を持たれている方、手話サー
クルの学習会をのぞいてみませんか？

延岡市恒富公民館で活動していた「子ども食堂恒富」が、同市古城町の新たな
拠点で活動をスタートさせました。

同食堂は2018年10月から月に１回のペースで活動しており、スーパーや市場、
個人から厚意で寄せられた材料で作った弁当を配布しています。

毎月第３土曜日の11時30分から配布を開始し（１人につき１個まで）、なくなり
次第終了です。駐車場が無い為、徒歩での来場を呼び掛けています。

また、第３金・土曜日にお手伝いが可能なス
タッフを募集しています。

住所：延岡市古城町１丁目３－14
問い合わせ先：矢野代表

（☎ 090-7387-1369）

参加対象者：０歳児から就学前のお子さんと保護者
開 催 日 時：毎月第２月曜　午前 10：00 ～ 12：00
場　　　所：鶴ヶ丘公民館（延岡市鶴ヶ丘１丁目 12-６）
内　　　容：読みきかせ、体操、季節行事など
会　　　費：無料

開催日程
１１月１４日（研修会）
１２月１９日（クリスマス会）
１月〈冬休み〉
２月１３日
３月２７日 / 第４月曜 （お花見会、お別れ会）

※１１月、１２月、３月は事前にお申し込みが
必要です。

※原則として第２月曜日に予定しておりま
すが、都合により変更することがあります。

※新型コロナウイルス感染症拡大防止の観
点から中止になる場合がございます。 問い合わせ先：地域福祉課

１２月クリスマス会の様子

１１月研修会の様子

子 も 恒ど 堂食 富

結成50周年記念式典にて
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【広告】

4.5cm×9cm（２色刷り）

お申込み・お問合せは、本所  地域福祉課まで

奇数月発行、発行部数7,000部（組回覧）
広告費については、お問合せください

大きさ

広 告 募 集

令和４年度　福祉啓発作文

『こまった人のためにできること』

東海東小学校　５年　杉
すぎの
野　海

かいと
斗

（現 ： 東海東小学校　６年）
ぼくは三、四年生の時に福祉を学びました。その時は、ものや工夫などを調べたけれど五年生になって、も

のや工夫にたよるだけではなく、ぼくにも何かできると思って、作文を書くと共に考えてみました。
一つ目は、周りを見て行動することです。なぜかというと、周りを見て行動すれば、こまっている人のこと

に気づけるからです。しかし、ここで問題があります。それは勇気をもって声をかけられるかです。二年生の
ぼくだったら、きん張して声をかけられないと思います。けれど、福祉を学んだぼくは自信をもって声をかけ
られると思います。だからこれからは進んで声をかけたいです。

二つ目は、多目的トイレやスロープをあまり使わないことです。なぜかというと多目的トイレはみんなのトイ
レだけれど、障がいのある人やにんぷさんはふつうのトイレを使うのがむずかしいと思うからです。だから、
理由のないときは使わないようにしたいです。スロープも同じように、車いすの人や障害のある人が使うの
で理由のないときは通らないようにしたいです。

三つ目は、障がいのある人のことをよく知ることです。なぜかというと障害のある人のことを知っておけば、
障がいのある人の気持ちやいま考えていることが分かって、こまっている時、手助けしやすくなると思ったか
らです。

四つ目は、福祉のことをみんなに知ってもらうことです。ぼくは障がいがあるからといって生活に不自由があっ
てはならないと思います。なので、福祉を学んだぼくは色々な人に福祉のことや学んだことを教えて、それがきっ
かけで障がいのある人の生活の不自由がなくなればいいなと思います。

これらの四つのことは優しい心があればできるので日ごろから人にやさしくしたいです。
また、こまっている人を勇気をもって助けて、障がいのある人の生活の不自由がなくなればいいなと思います。

小学生の部小学生の部
最優秀賞最優秀賞

※作品については昨年募集を行ったことから、当時の学年を記載しております。

◆優秀賞　　　『 みぢかに感じる福祉 』
　　　　　　　東海小学校　　６年　日高　由埜 さん （現：東海中学校 １年）

◆優秀賞　　　『 誰かのためにできること 』
　　　　　　　東海小学校　　６年　三樹　柚菜 さん （現：東海中学校 １年）
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令和４年度　福祉啓発作文

『私のボランティア、ヘアドネーション』

旭中学校　１年　佐
さとう
藤　愛

あいか
佳

（現 ： 旭中学校　２年）
私は今、髪を伸ばしています。理由は、ヘアドネーションをするためです。
ヘアドネーションという言葉は私が小学校五年生の時に家族から聞いて知りました。どのような事なのか気に

なり、自分で調べてみました。ヘアドネーションとは、小児がん、先天性の脱毛症、不慮の事故などで頭髪を失っ
た子どものために、寄付された髪の毛でウィッグを作り、無償で提供する活動だそうです。その時の私の髪は肩
下ぐらいの長さでした。ヘアドネーションができる長さではなかったので、その時は、なんとなく聞き流していました。

その年の夏がやってきました。私は毎年、夏になると、暑くて髪がじゃまになり、切っていました。今年も切ろう、
と思っている時に、テレビで小児がんで苦しんでいる子どもたちの姿を見ました。病気で髪の毛を失った子ど
もたちでしたが、その子どもたちは、とても明るい性格でした。もし、私が髪の毛を失ったら、どのような気持
ちになるのかな、と不安になりました。髪の毛を寄付して、もっと子どもたちを笑顔にしてあげたいなと思い、
その時に、ずっと聞き流していた、ヘアドネーションをしようと決意しました。

時々、髪を切った友達を見ると、私も切りたいな、と思ったことが何度もありました。でも、動画でヘアドネー
ションをしている人を見て、私も早く髪を伸ばして、寄付したい、と思うようになりました。

ヘアドネーションができる条件は、三十一センチメートル以上であること、軽く引っぱって切れる事がないなど、
いろいろな条件があります。長い髪を、きれいに保つために、髪を優しくとかしたり、ドライヤーで乾かす時、
熱に負けないように気をつけたりするなど、しっかりと髪のケアをしています。少しでも多くの髪の毛を寄付
できるように毎日心がけています。

私の髪の毛も、あと五センチメートルで寄付できるほどの長さになりました。髪を寄付できる日が待ち遠し
いです。この髪でウィッグができ上がり、誰かに喜んでもらえたらとてもうれしいです。

今、パラリンピックが開催されています。各国の選手たちは、身体が不自由でも全力で競技に取り組んでいます。
そのがんばる姿から選手たちの強い気持ちが伝わってきて、私も辛いことがあってもがんばれると思いました。

私は、これからも自分にできるボランティアを見つけ、積極的に参加していきます。病気で苦しんでいる人
たちや身体の不自由な人たちが、笑顔で幸せな毎日が送れるよう、お手伝いができたらいいな、と思っています。

◆優秀賞　　　『 差別のない社会に 』
　　　　　　　北川中学校　１年　一宮　妃鶴 さん （現：北川中学校 ２年）

◆優秀賞　　　『 地区の思い出を通して感じたこと 』
　　　　　　　旭中学校　　２年　小園　　杏 さん （現：旭中学校 ３年）

中学生の部中学生の部
最優秀賞最優秀賞

※作品については昨年募集を行ったことから、当時の学年を記載しております。

　小さな親切運動延岡支部様より車椅子２台を寄贈いただきました。
寄贈していただいた車椅子は、福祉センターでの短期無料貸し出しや
各種事業等で、有効に活用させていただきます。
　誠にありがとうございました。

ご寄贈いただきましたご寄贈いただきました



ふくしバザー事業終了のお知らせ
本紙の７月号、９月号にも掲載しましたが、「ふくし
バザー」については、事業を終了することになりました。
これまで「ふくしバザー」を支えていただきました
皆さまに感謝とお礼を申し上げます。
ありがとうございました。
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令和４年８月１日から令和４年９月30日までに次の方々からご寄付・ご寄贈がありました。心からお礼を申し上げます。
（個人情報保護法に基づき、了承を得た方のみ記載させていただいております。）

社会福祉協議会へ  社会福祉事業に役立っています。香典返しは

この広報紙は共同募金の助成金で作成しています。

社会福祉法人　延岡市社会福祉協議会
本　　所：〒882-0842	 延岡市三ツ瀬町１-12 -４	 電話 32-6555	 Fax 35-5863
北方支所：〒882-0125	 延岡市北方町川水流卯1420	 電話 47-3294	 Fax 47-2317
北浦支所：〒889-0301	 延岡市北浦町古江2433 -１	 電話 45-2427	 Fax 45-4101
北川支所：〒889-0101	 延岡市北川町川内名7226 -４	 電話 46-2123	 Fax 46-3016
ホームページ・アドレス https://nobesha.net　　 メール・アドレス info@nobesha.net

みんなでつくろう　支え合う地域社会

香典返し・一般寄付・物品寄付のご提供、ありがとうございました。

■ふれあい相談（なんでも相談）
相談日：月・水・木・金曜日（9：00～17：00）

火・土曜日（10：00～15：00）
（日曜・祝日の相談はお休みになります。）

会　場：延岡市社会福祉センター（三ツ瀬町）
問い合わせ先：本所・各支所へご連絡ください。

芳　名 故　人 住　所 金額（円）
北方支所受付

甲　斐　節　子
増　田　富士夫
上　田　宇佐八

夫・甲斐　周一
母・増田　ユキミ
母・上田　君子

早上巳
笠下寅
二股亥

30,000
金一封
30,000

北浦支所受付
波　越　　　保
児　島　利　明
吉　田　　　薫
木　村　政　次

父・波越　幸男
父・兒島　時雄
母・伊東　ヒサエ
妻・木村　カヲル

浜町
北浦町古江
北浦町市振
北浦町古江

20,000
10,000
金一封
10,000

北川支所受付
矢　野　福　幸
赤　木　光　男
黒　木　善　久

妻・矢野　光代
母・赤木　フクヱ
母・黒木　英子

川内名（瀬口）
川内名（熊田）
長井（家田）

10,000
金一封
30,000

芳　名 故　人 住　所 金額（円）
本所受付

三　田　幸　男
大　野　幸　子
長谷川　み　を
大　山　美保子
米　澤　利　彦
大　野　康　男
吉　田　美智子
河　﨑　敏　幸

母・三田　妙子
夫・大野　雄三郎
夫・長谷川　洋
叔父・栁田　秀敏
父・米澤　正利
叔母・甲斐　ケサヲ
夫・吉田　敏春
妻・河﨑　瑞枝

土々呂町
富美山町
野地町
三ツ瀬町
旭ヶ丘
曽木子
川島町
富美山町

10,000
金一封
50,000
30,000
30,000
30,000
金一封
30,000

◎香典返し寄付

ふれあい福祉相談（無料）
■無料法律相談（相談を希望される方は予約が必要です。）
本　　所：�11月17日（木）10：00 ～ 15：00�

12月15日（木）10：00 ～ 15：00
北浦支所：12月20日（火）13：30 ～ 16：30

団 体 ・ 個 人 名 寄附物品
本所受付

㈱岸田電業
センコー㈱東九州主管支店
㈱オメガ
旭化成㈱延岡支社
㈻順正学園　九州保健福祉大学
㈲旭空調設備メンテナンス
日髙勝三郎商店
（医）宮本整形外科
日新興業㈱
橘屋酒店
㈱トーフク

10,000
5,000
3,000
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封

◎特別賛助会費 特別賛助会費のご協力誠にありがとうございました。


